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2 一 朝 の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) 


⑯ ここ に 示す の は 、 聖 クル アー ン と 真正 な 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) の 伝承 か ら 抜 笠 し た 、 ム スリ ム が 朝夕 に 唱え る べき ズ イ ィ イク ル の 数 々 で す 。 それに 
よっ て ムスリム は 自ら を 守る こと が 出来 る の で す 。 


@⑯ ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) の 時 間 帯 : 





朝 : ファ ジュ ル ( 暁 ) の 後 か ら 日 が 昇る まで 。 
夕 : アス ル (午後 遅い 時 間 ) か ら 日 没 時 間 ま で 。 し か し 忙し か っ た り 、 そ うす る こと を 
忘れ て し まっ た り し た 者 は 、 そ れ 以 外 の 時 間 で も それ を 補っ て や り 直 すこ と が 出来 ます 。 














至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 所 ゆ え に 彼 ら (不信 仰 者 た ち ) の 言う こと に 対し 
て 耐え 忍び 、 そ し て あな た の 主 の 讃 美 を も っ て 日 が 昇る 前 と 沈む 前 に その 箇 高 さ を 讃え 
よ 。E (クルアーン 50 : 39) 


朝 の ズ ィ ク ル 





倫 ウス マー ン ・ ブ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は 、 
アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : 
“毎朝 毎 夕 、「 そ の 御名 と 共に あれ ば 天地 の いか な る も の も 害する こと の な い 、 ア ッ ラ 
ー の 御名 に お いて 。 か れ は 全 知 全能 の お 方 で あめ る 」 と し も べ が 8 回 唱え る な ら ば 、 彼 
は 何 の 害 も 受け る こと が な いで あろ う 。"」( ア ッ テ ニティ ルミ ズィー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ 
の 伝承 





人 @ アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 あ る 男 が 預言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 来 て 、 こ う 言 いま し た :「“ ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 
昨夜 サソリ に 刺さ れ て し まい まし た 。” (預言 者 は ) 言い まし た : “ 夜 を 迎え る 前 に こう 
言っ て いれ ば 、 そ れ が あな た を 害する こと は な か っ た で あろ う :「 ア ッ ラ ー の 完璧 な お 
言葉 を も っ て 、 か れ の 創造 され た 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」"」( ム スリ ム の 伝承 2) 




















信 ウ バ イ ・ ブ ン ・ カ アブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 彼 に は ナツ メ ヤ シ の 
実 を 貯蔵 する つぼ が あり まし た 。 し か し それ が (夜な夜な ) 減っ て いく の で 、 あ る 晩 
彼 は それ を 見 張り まし た 。 す る と そこ に 現れ た の は 、 成 熟 期 に 入り か けた 少年 の よう 
な 姿 を し た 生き 物 で し た 。 彼 が 挨拶 する と 、 そ の 生き 物 も 挨拶 を 返し まし た 。 彼 ( ウ 














1 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニテ ィ ル ミズ ィ ー (3388) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー 
(2698)、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3869)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3120)。 文章 は イ 

ブン ・ マ ー ジ ャ の も の 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (92709)。 








バイ ) は 言い まし た : 「“ お 前 は 誰 だ ? ジン な の か 、 人 間 な の か ?” (その 生き 物 は ) 言 
いま し た : “いや 、 ジ ン な の だ 。"・・・ - 中 略 - ・・・ ウ バイ は 言い まし た : “お 前 た 

ちか ら 身 を 守る に は 、 ど うし た ら よ いか ?” (その ジン は ) 言い まし た : “ 夜 を 迎え る 

前 に 、( ク ルアー ン の ) 雌牛 章 の 中 の この 節 : の アッ ラー は 、 か ね れ 以外 に 真 に 侍 拝 す 

SS も の が AD (の ろ の お 方 )。( か れ は ) 永生 し 、 自 存 さ れる お 方 ・・・ 本 (クル 

アー ン 2 : 255) を 唱え る 者 は 、 朝 が 来る まで 私 た ちか ら 守 られ よう 。 そ し て それ を 朝 
に 唱え る 者 は 、 夜 を 迎え る まで 私 た ちか ら 守 られ よう 。"” そし て ウ バ イ は 朝 に な っ た 時 、 
アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 赴 い て その 話 を し ま 
し た 。 す る と (預言 者 は ) 言い まし た : “その 邪 な 者 は 、 真 実 を 語っ た 。"」 (アルテ ハ 
ー キ ム と アッ テ タ バラ ー ニ ー の 伝承 9 


























アブ ー・ マ スウ ー ド ・ ア ル テ バ ドッ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし 
た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 夜 に 雌 
邊 章 の 最後 の 2 章 を 読む 者 は 、 そ れ だ け で 十分 な の で ある 。“」 (アルテ プ ハ ー リ ー と 
ムスリム の 伝承 5 





ム ア ー ズ ・ ブ ン ・ ア ブ ド ッ ラー (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が 彼 の 父 か ら 伝 える と 

ろ に よれ ば 、 彼 の 父 は 言い まし た :「 私 た ち は 大 雨 の 闇夜 に 、 ア ッ ラ テー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が や っ て 来 て 礼 振 を 率い て くれ る の を 待っ て いま し 
た 。・・・ す る と 礼拝 を 率い る べく 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
の が や る で 来 ま し た 。 そそ 上 て 第 は 言い まし た 当っ つて で みよ 和 は 言 ) ま し た 、 
“ 何 を 言え と いう の で すか ?” (預言 者 は ) 言い まし た : “本 言え 、「 か れこ そ は アッ ラ 
ー、 唯 一 の お 方 」 思 と アル ニス アウ クウ ァ ダー ン @ を 朝夕 に 3 回 ずつ 唱え る の だ 。 それ 
ら は あな た を 全て の も の か ら 守 っ て くれ る で あろ う 。"」 (アッ ニテ ィ ル ミズ イィ ー と アン 
デー ナ サー イー の 伝承 ?) 























アブ ー・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 朝 を 迎え た ら 、 こ う 言 う の だ : 

「 私 た ち は 朝 を 迎え まし た 。 そ し て 全て の 主権 が 万 有 の 主 ア ッ ラ ー に 属し つつ 、 朝 と 
な り ま し た 。 アッ ラー よ 、 私 は あな た に 今 純 の よき こと と 、 ぞ の 勝利 と 、 援 助 と 、 光 
と 、 祝 福 と 、 正 し い 導 き を 願い ます 。 そ し て あな た に 今日 の 悪 いこ と と 、 そ の 後 の 悪 

















3 真正 な 伝承 。 ム スタ ドッ ラク ・ ア ル テ = テ ハー キム (2064) 、 ア ッ テ ニタ バラ ー ニ ー の 「 ア ル テ カ ビー ル 」 (1 


グ 201)。 サ ヒー フ ・ ア ッ タ ルギー ブ ・ ワ ・ ア ッ テ タ ル ヒ ー ブ (655) 参照 の こと 。 
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訳者 注 ・「 そ れ だ け で 十分 」 とい う 言 葉 の 解 息 と し て は 、 そ うす る こと に よっ て 一 晩 中 クル アー ン を 読 




















ん で 過ごし た こと に な る と か 、 あ る い は クル アー ン を 全て 読ん だ こと に 等 し いと か 、 ま た は あら ゆる 悪 か 
ら 守 られ る と か 、 の ン の 悪 か ら 守ら れる と か 、 様 々 な も の が あり ます 。( イ ブン ・ ハ ジャ ル 著 サ 
ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー 解 息 「 フ ァ ト ゥ フ ・ ア ル テ バ ー リ ー」 参照 ) 

5 サ ヒ ビー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4008) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (807)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


6 











訳者 注 : クル アー ン の 最後 の 2 章 の こと 。 








7 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (3575)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー 


(2829)、 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (5428) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (5017) 文章 は ア 


ンー ニナ サー イー の も の 。 
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いこ と か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 そ し て 夜 を 迎え た 時 に も 、 同 じ よ うに 言う の だ 。"」 
(アジ ター で グー ルー ド の 令 氷 り 





@ 0 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「“ 私 は アッ ラー が 主 で ある こと に 満足 し 、 イ 
00 こ 満足 し 、 ム ハン マ ド が 使徒 で も や る こと に 満足 し まし た 。“ 
と 朝夕 に 3 回 唱え る ムスリム の し も では 、 審 判 の 日 に 偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー に よ 
っ て 必ず や 満足 させ られ る こと で あろ う 。」( ア プー・ ダ ー ウ ー ド と アフ マ ド の 伝承 9) 











の @ アブド ッ ラ ー・ ブ ン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ 
ラー の 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 夜 を 迎え る と こう 言っ た も 
の で し た : “私 た ち は 夜 を 迎え まし た 。 そ し て 全て の 主権 が アッ ラー に 属し つつ 、 夜 に 














0 に こそ 全て の 賞 大 は あり ます 。 い か な る 共同 者 も な い 、 唯 一 の 
アッ ラー の 他 に 0 アデ アデ ッ ラー よ 、 私 は あな た に この 
夜 の よき も の と 、 そ こ に お ける よき も の を 匂い ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 檜 





に 、 現 世 の 試練 と 菓 の 中 の 懲罰 か ら の ご 加護 を を いま す 。” そ 
し て 朝 を 迎え る 時 も 、“ 私 た ち は 朝 を 迎え まし た 。 そ し て 全て の 主権 が アッ ラー に 属し 
つつ 、 朝 に 規 BS に こそ 全て の 人 賞 堆 は あり ます 。 い か な る 共同 者 も な 
い 、 唯 一 の アッ ラー の 他 に RM アッ ラー よ 、 衝 は あ 
な た に この 夜 の よき も の と 、 そ こ に お ける よき も の を 如 い ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あ 
な た に 人 癌 情 さ と 老化 、 半 0 、 現 世 の 試 練 と 墓 の 中 の 懲罰 か ら の ご 加護 を を 
井本 人 流 取 PS の 0 




















@⑯ アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 朝 を 迎え る 時 に は こ う 言 っ た も の で し た : “アッ ラー よ 、 
私 た ち は あ な た (の 恩恵 ) に より 朝 を 迎え まし た 。 そ し て あな た (の 恩恵 ) に より 夜 
を 迎え まし た 。 私 た ちら は あ な た (の ご 加護 ) に お いて 生き 、 そ し て 死に ます 。 そ し て 
(死後 散ら され ) 集め られ る 先 は あな た の 御 許 で す 。” そし て 夜 を 迎え る 時 に は 、 こ 2 う 
言っ た も の で し た : “アッ ラー よ 、 私 た ち は あ な た (の 恩恵 ) に より 夜 を 迎え まし た 。 
そし て あな た (の 恩恵 ) に より 朝 を 迎え まし た 。 私 た ち は あ な た (の ご 加護 ) に お い 
て 生き 、 そ し て 死に ます 。 そ し て 私 た ちの 司 り 所 は あな た の 御 許 な の で す 。”」 (アルテ 
ジグ NeUe ム は 72 クー ビッグ ーー ド の 偽 才 9 























。 良 庄 宙 何 示 、 スナ ンス アア デグー ウド 6084。、 セーブ ヽ ア ルー ジャ ー ミ み 8428) 、 っ ー ド > 
アル テマ アー ド (2 ンプ 373) 参照 の こと 。 
9 良好 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5072)、 ム スナ ド ・ ア フ マ ャ ド (23499)。 文 章 は アフ マ ド 
の も の 。 トゥ フフ ァ ト ・ ア ル テ ア フ ヤ ー ル (352) 参照 の こと 。 
10 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2723)。 
11 真正 な 伝承 。 ア ル テ ブ ハー リー の 「 ア ルテニア ダブ ・ ア ル テ ム フラ ド 」(1234)、 サ ヒー フ ・ ア ル ニ = テ アダ 
ブ ・ ア ル テ ム フラ ド (911)、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5068)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ 
ー ド (4286)。 ア ッ テ ニス イィ ルス イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハム (262) 参照 。 
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@⑯$ シャ ッ ダ ー ド ・ ブ ン ・ ア ウス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 


ー 


アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 最 上 の アス ディ ァ グ ファ ー ル 2 は こう 
言う こと で ある : “アッ ラー よ 、 あ な た は 私 の 主 で あな た の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 
あり ませ ん 。 あ な た は 私 を あな た の し も で べ と し て 創造 され まし た 。 私 は 出来 る 範囲 で 
あな た と の 契約 と 約束 8 を 守り ます 。 私 は あな た に 私 の 成 した 悪 か ら の ご 加護 を 求め ま 
す 。 そ し て 私 に 対す る あな た の 恩恵 と 私 自身 の 罪 を 認め ます 。 で すか ら 私 を 御 落し 下 
さい 。 入 謎 PE は は SHEZE で 5 者 は ) 言い まし た : “ そ 
し て 昼間 に 確信 を も っ て この 言葉 を 唱え 、 夜 を 迎え る こと な く 死 ん だ 者 は 、 天 国 の 民 
の 一 員 と な ろう 。 ま た 夜 に 確信 を も っ て この 言葉 を 唱え 、 朝 を 迎え る こと な く 死 ん だ 
者 は 、 天 国 の 民 の 一 員 と な ろう 。"」( ア ル = テ プ ブ ハー リー の 伝承 





























アプ ドッ ラー・ ブ プン ・ ア ムル (彼ら に アッ ラー の ご 満 層 あ れ ) に よれ ば 、 ア デー・ パ 
クル ・ ア ッ ニ スィ イッ デ ィ ー ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 預言 者 (後に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に こう 誠 ね まし た :「“ ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 朝 と 夜 を 迎え た 時 
に 唱え る 言葉 を 教え て 下さ い 。” ( 預 言 者 は ) 言い まし た : “アブ ー・ バ クル よ 、 こ う 唱 
える の だ :「 ア ッ ラ ー よ 、 天 地 の 創 造 主 よ 。 不 可視 な る 世界 と 可視 な る 世界 を 知る お 方 
よ 。 万 物 の 主 ・ 支 配 者 よ 。 私 は あな た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な いこ と を 証言 し 
ます 。 そ し て 自分 自身 の 悪 、 シ ャ イタ ー ン の 悪 と その シル ク !5 か ら 、 あ な た に ご 加護 を 
求め ます 。 そ し て 自分 自身 を 害する こと 、 或 い は 誰か 他 の ムスリム を 害する こと か ら 
の 底 護 を あな た に 求め ます 。」"」( ア ル テ ブ ハー リー と アッ テー ティル ミズ ィ ー の 伝承 16) 

















イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 朝 夕 に これ ら の ドッ アー (祈願 ) を 欠か し ま 
せん で し た : “アッ ラー よ 、 私 は あな た に 現世 と 来世 に お ける お 薇 し と (あら ゆる 試練 
か ら の ) ご 加護 を 願い ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 私 の 宗教 、 現 世 、 家 族 、 財 産 
に お いて お 赦し と ご 加護 を 願い ます 。 ア ッ ラ テー よ 、 私 の 恥部 を 隠し 、 私 の 恐れ を お 沈 
め 下 さい 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 の 前 、 後 ろ 、 左 右 、 上 か ら 私 を お 守り 下さ い 。 私 は あな た 
の 偉大 さ に より 、 足 元 か ら 突 然 月 壊さ せら れる こと か ら の ご 加護 を 求め ます 。” ( ア 
ー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 7) 
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者 注 : アッ ラー に 人 罪 の 赦し を を う こと 

者 注 :「 契 約 と 約束 」 と は 、 イ スラ ー ム の 根本 教義 で ある 「 ア ッ ラ ー の み を 崇拝 する 」 と い う 契約 
し て それ を 遵守 すれ ば 天国 に 入れ る と いう 約束 の こと を 指し ます 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (6306)。 








菊 償 








訳者 注 : シャイ ター ン が 人 間 に 路 きか け て 陥ら せ よう と する シル ク の こと 。 シ ルク に つい て は 「 タ ウ 





ヒー ド と イー マー ン 」 の 章 の シル ク の 項 を 参照 の こと 。 
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真正 な 伝承 。 ア ルー テーブ ハ ー リ ー の 「 ア ル テ ア ダブ ・ ア ル テ ム フラ ド 」(1239) 、 サ ヒー フ ・ ア ル = テ アダ 
アル テム フラ ド (914)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (3529) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル 


ミズ イィ イー (2798)。 文章 は アル テ プ ハ ー リ ー の も の 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5074) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4289) 、 


スナ ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (8871)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3121)。 文 草 は イブ ン ・ マ 
ー ジ ャ の も の 。 
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@⑯ アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 





で 020 Re の の の 
高 さ を 、 そ の 讃 美 と 共に 讃え ます 」 と 100 回 言う 者 は 、 審 判 の 日 に 他 の いか な る 者 
人 らし いも の を 携え て や っ て 来る で あろ う 。 彼 と 同様 に 、 あ る い は 彼 よ り も 
多く それ を 唱え た 者 は 別 で ある が 。”"」( ム スリ ム の 伝承 13) 
また 別 の 伝承 に は こう あり ます :「“" 萌 に 、「 ア ッ ラ ー の 崇高 さき を 、 そ の 讃 美 と 共に 讃 
えま す 」 と 100 回 言う 者 は 、 そ の 罪 が 散 免 され る で あろ う 。 例 え そ れ が 海 の 泡 の 数 ほ 
ど (数 え 切 れ な い 多 さき ) だ っ た と し て も 、 で ある 。"」( ア ル テ プ ハー リー と ムスリム の 
伝承 9) 





比 








@⑯ アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア ブザー (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 


に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 朝夕 を 迎え る 時 に は こう 言っ た も の で し た : 「 私 
た ち は イ スラ ー ム と いう 天性 の も と に 、 そ し て 純正 な る 言葉 2? の も と に 、 そ し て 私 た ち 
の 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 宗教 と 、 純 正 な ム ス リ 
ム で シル ク グ 婦 を 犯す 者 で は な か っ た 私 た ちの 祖 イ プラ ー ヒ ー ム の 宗教 の も と に 朝 を 迎え 
まし た 。」 (アフマド と アッ テ ダ ー リ ミー の 伝承 22) 





@⑯ アブ プー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 





ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「1 日 100 回 “いか な る 共同 者 も な い 、 
唯一 の アッ ラー の 他 に 真 に 眼 拝 すべ きも の は な し 。 そ し て か れ に こそ 主権 と 全て の 閉 
美 は 属し 、 か れこ そ は 全 能 の お 方 で ある ” と 唱え る 者 は 、10 人 の 奴隷 を 解放 し た の と 
同様 の も の (報奨 ) が 与え られ 、100 の 善行 が 記録 され 、 か つ 100 の 悪行 が 抹消 され 、 
そし て その 日 の 夜 を 迎え る まで シャ イタ ー ン か ら 守 られ る 。 ま た (審判 の 日 、) 彼 ほ ど 
素晴らし いも の を 携え て や っ て 来る 者 は いな い の で ある . 但し 、 彼 より 多く それ を 唱 
えた 者 は 別 だ が 。」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 23) 








@⑯ アプ ブー・ ア イヤ ーシュ ( 彼 に アッ テー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ テー の 使徒 ( 彼 





に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 朝 を 迎え る 時 に “いか な る 共同 者 
も な い 、 唯 一 の アッ ラー の 他 に 2 の の そし て か れ に こそ 主権 と 
全て の 導 美 は 属し 、 か れこ そ は 全 能 の お 方 で ある ” と 唱え る 者 は 、 イ スマ ー イ ー ル の 
子 格 の 奴隷 を 1 人 解放 し た の と 同様 の も の (報奨 ) が 与え られ 、100 の 善行 が 記録 さ 
れ 、 か つ 100 の 悪行 が 抹消 され る 。 ま た 彼 の 位階 は 10 段階 上 ば げ ら れ 、 そ し て その 日 の 








サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2692) 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6405) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2691)。 文章 は ムスリム の も の 。 
訳者 注 : シャ ハー ダ の 言葉 の こと 。 つ まり 「 ラ ー・ ア ラー ハ ・ ア ッ ラ ッ ラ ター、 ス ハン マ が ッ ラ ズー ルン シル 
ー (アッ ラー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 ム ハン マ ド は その アッ ラー の 使徒 で ある )」 と いう 

















訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の シル ク の 項 を 参照 の こと 。 
真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ャ ド (15434)、 ス ナン ・ ア ッ テ ダ ー リ ミー (2588)。 サ ヒー フ ・ ア ル テ 





ジャ ー ミ ッ (4674) 参照 。 文章 は アフ マ ド の も の 。 


23 


サ ヒ ー フ ・ ア ル テ プ ハー リー (6403) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2691)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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夜 を 迎え る まで シャ イタ ー ン か ら 守 られ る 。 そ し て 夜 を 迎え る 時 に も 同様 に する の な 
ら ば 、 彼 は 朝 を 迎え る まで 同様 の も の に 与 る で あろ う 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と イブ 
ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 23) 








⑯ アデ ブー・ ア ッ テ ダ ル ダ ー ッ ゥ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 駐 言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 朝 夕 を 迎え る 時 に 、“ 私 に は アッ ラー 
だ け で 充分 で す 。 か れ の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。 私 は か れ に 身 を 委ね 


まし た 。 か れ は 偉大 な る 玉座 の 主 で あら れ ま す 。” と 7 回 言う 者 は 、 偉 大 か つ 六 厳 な る 
アッ ラー に よっ て 現世 と 来世 に お ける 心配 事 か ら 守 られ る で あろ う 。」( イ ブン ・ ア ッ 
テス ン ニ ー の 伝承 25) 
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倫 アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使 
徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 、 フ ァ ー テ ィ マ に 言い まし た : “私 か ら の 
あな た へ の 忠告 を 聞く の だ 。( そ れ は ) 朝夕 を 迎え る 時 に 、 こ う 言 うこ と で ある : 「 永 
遠 に 生き 、 自 存する お 方 よ 、 私 は あな た の 慈悲 に よる お 慰め を 求め ます 。 私 に 関す る 
全て の 物事 を 正 し 、 私 を 一 瞬 た り と も 見 放さ な いで 下さ い 。」"」( ア ン テ ナ サー イー と 
アル テハ ー キ ム の 伝承 26) 











24 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5077) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4240) 、 
すずの スイ ンク ャ マニ と (99600 し の も ジィ た パー イタ ショ ター (8118) 

25 真正 な 伝承 。、 イ ブン ・ ア ッ テ ス ン ニ ー の 「 ア マル ・ ア ル テ ヤ ウム ・ ワ ・ ア ッ テ ラ イル 」 (71) 。 ア ル テ 
アル ナウ ー ト は この 伝承 を 真正 な も の と 判定 し て いま す 。 ザ ー ド ・ ア ル = テ マ ア ー ド (2 ン 376) 参照 。 

26 真正 な 伝承 。、 ア ン テ ニナ サー イー の 「 ア ッ テ ス ナン ・ ア ル テ ク ブラ ー (10405)、 ム スタ ドゥ ラク ・ ア ル 
テハ ー キ ム (20000。 ア ッ テ ス イル スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ (227) と サ ヒ ー フ ・ ア ッ テ タ ルギー プ ・ 
ワ ・ ア ッ テ タ ル ヒ ー ブ (654) 参照 。 
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